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先般、加盟員の皆様へ新型コロナウイルス拡大防止対策による長野県連盟活動指針（7）を発信し、

また12月には注意喚起を発信致しました。 

1月8日には首都圏の一都三県に緊急事態宣言が発出され、（1月9日現在）さらに他の地域にも緊急事

態宣言への対象地域の拡大が検討されているようです。 

長野県内の状況（1月11日現在）は、上田圏域と諏訪圏域と佐久圏域と松本圏域はレベル「4」で特別

警報Ⅰに、その中でも小諸市と松本市と佐久市と軽井沢町と御代田町がレベル「5」で特別警報Ⅱに、

それぞれ引き上げられました。 

新しい生活様式も、慣れや油断によって、自粛ムードから解放へと一部では気持ちが緩んでしまって

いるのは否めないと思います。 

新型コロナの感染警戒下における長野県連盟のスカウト活動の活動指針を見直し、「活動指針（8）」

を作成いたしました。 

令和3年度も残すところ2ヶ月半余りですが、「ワクワク自然体験あそび」を含む、各地区・各団・各

隊の活動計画を再確認して、実施・内容変更（対面→オンライン等）・延期・中止の対応をお願いいた

します。 

以下に、長野県新型コロナウイルス感染症対応方針と日本連盟のガイドラインとの整合性を

とり、判断しやすく表にしました。安全な活動に向けてご理解を重ねてお願いいたします。尚、

最新の長野県からの情報もご確認下さい。 

 

◎長野県新型コロナウイルス感染症・感染警戒レベルとスカウト活動 

長野県連盟活動指針（８） 
長野県感染警戒レベル 会議 集会 舎営 野営 

レベル５、６ 休止 休止 休止 休止 
レベル４ 休止 休止 休止 休止 
レベル３ 可能 可能 可能 可能 
レベル１、２ 可能 可能 可能 可能 

 

【基 本】 

「スカウト活動における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン2020.11.20.22.ver03.1」に示さ

れている内容を遵守し、長野県感染警戒レベルにおける活動可能・休止の対応は表で示したとおりと

する。但し、感染警戒レベルの如何に関係なく、オンラインでの会議・集会は可能とする。  

尚、地域の学校がCOVID-19による休校や部活動などの実施不可の処置がとられた場合、スカウト対

象の活動は休止とする。 

 

活動判断となる資料について 

＊ 長野県新型コロナウイルス感染症・感染警戒レベル (1 月 8 日修正) 

＊ https://www.pref.nagano.lg.jp/hoken-

shippei/kenko/kenko/kansensho/joho/documents/0108kansenkeikailvkijun_1.pdf 

 

＊圏域、圏域内市町村については県HPをご覧ください。  

https://www.pref.nagano.lg.jp/hoken-shippei/kenko/kenko/kansensho/joho/documents/0108kansenkeikailvkijun_1.pdf
https://www.pref.nagano.lg.jp/hoken-shippei/kenko/kenko/kansensho/joho/documents/0108kansenkeikailvkijun_1.pdf


長野県・ボーイスカウト日本連盟の感染警戒レベル整合表 

長野県 
感染 
警戒 
レベル 

ボーイスカウト日本連盟 2020.11.20.22  ver03.1 

地域の 
感染レベル 身体的距離の確保 

感染リスク高い 
教科活動   

部活動 
（自由意志の活
動） 

  
 

レベル３ 
 
 

できるだけ 

２ｍ程度 

（最低１ｍ） 

行わない 

個人や少人数
での感染リス
クの低い活動
で短時間での
活動に 
限定 

 
レベル 
 ５ 
  

 
 
 

レベル２ 
 
 

 
 

１ｍを目安に 
学級内で最大限の 
間隔を取ること 

 

 

                
感染             感染 
リスク  リスク      
の低い の高い                
活動   活動     
から  を                                        
徐々に 停止  
実施                                     
                 

感染リスクの
低い活動から
徐々に実施
し、教師等が
活動状況の確
認を徹底 

 
レベル 
 ４ 

 
レベル 
３ 

  
レベル１ 

 

１m を目安に 
学級内で最大限の 
間隔を取ること 

適切な感染対策を行った 
上で実施 

十分な感染対
策を行った上
で実施 

 

長野県
感染 
警戒 
レベル 

地域の 
感染 
レベル 

新型コロナウイルス感染症分科会提言による分類 

レベル 
６ 
 レベル

３ 

ステー
ジ 
Ⅳ 

 
爆発的な感染拡大及び深
刻な医療提供体制の機能
不全を避けるための対応
が必要な段階 

（病院間クラスター連鎖などの大規模か
つ深刻なクラスター連鎖が派生し、爆発的
な感染拡大により、高齢者や高リスク者が
大量に感染し、多くの重症者及び死亡者が
発生し始め、公衆衛生体制及び医療提供体
制が機能不全に陥ることを避けるための
対応が必要な状況。） 

 
レベル 
５ 

 

ステー
ジ 
Ⅲ 

 
感染者の急増及び医療提
供体制における大きな支
障の発生を避けるための
対応が必要な段階 

（ステージⅡと比べてクラスターが広範
囲に多発する等、感染者が急増し、新型コ
ロナウイルス感染症に対する医療提供体
制への負荷が更に高まり、一般医療にも大
きな支障が発生することを避けるための
対応が必要な状況。） 

レベル
２ 

 
レベル 
４ 
 

ステー
ジ 
Ⅱ 

 
 
感染者の漸増及び医療提
供体制への負荷が蓄積す
る段階 

（３密環境などリスクの高い場所でクラ
スターが発生することで、感染者が漸増
し、重症者が徐々に増加してくる。このた
め、保健所など公衆衛生体制の負荷も増大
するとともに、新型コロナウイルス感染症
に対する医療以外の一般医療も並行して
実施する中で、医療体制への負荷が蓄積し
つつある。） 

レベル 
３ 

レベル 
２ レベル

１ 

ステー
ジ 
Ⅰ 

感染者の散発的発生及び 
医療提供体制に特段の支 
障がない段階 

 

レベル 
１ 

 

  

収 

束 

局 

面 

↓ 

↑ 

拡 

大 

局 

面 



＜ 活 動 に つ い て ＞ 

1） 団会議・団委員会・隊指導者会議・班会議・班長会議などの集会 

「スカウト活動における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン2020.11.20.22.ver03.1」の内容

を満足させて、実施することができる。 

 

2）隊集会について 

「スカウト活動における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン2020.11.20.22.ver03.1」の内容

を満足させて、実施することができる。但し、長野県の感染警戒レベルが「4」以上の圏域・市町村と

他地域との往来を伴う活動は休止願います。 

 

3） スカウト活動における旅行について 

「スカウト活動の実施に対する長野県連盟方針第2報 2020年6月23日」に従って実施することができ

る。ただし、長野県の方針同様に、COVID－19感染者の多い地域への旅行は休止願います。 

＊他県連の最新の活動指針については、県連事務局までお問い合わせください。 

 

4）舎営について（感染リスクの高い活動） 

「スカウト活動における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライ2020.11.20.22.ver03.1」の内

容を満足させて、実施することができる。 

但し、事前（最低実施5日以前）に県連に対策を明記した計画書をご提出ください。 

 

＜施設における宿泊のリスク対応＞ 

・ 収容員数により制限されていることを踏まえ、施設の指示に従う。 

・ 施設の収容人数に従い密にならない環境を整える。  

・ ベッド（2段）の場合：上の段と下の段とは頭の位置を逆向きにする。 

・ 横並び（ベッド・布団）の場合：頭の位置を隣とは逆向きにする。 

・ 縦並び（ベッド・布団）の場合：足を向かい合わせにする。 

＜食事でのリスク対応＞ 

・ 食事の準備の際、石鹸による手洗いを行なっていればゴム手袋を使用する必要はない。 

・ 炊具等は小まめな洗浄、食器専用アルコールの使用を推奨します。 

・ 消毒用アルコールを常時備える事。 

・ 食事する際：対面を避ける工夫や着座位置の間隔をとる。 

・ 料理を大皿でシェアーしないで小皿に分ける事。 

・ 料理を鍋から取り分ける際は指定した者が行うなど、セルフでの個別対応は避ける。  

おかわりの時も同様でセルフは避ける。 

＜入浴時のリスク対応＞ 

・ 基本的に施設のルールに従うこと。 

・ 時間をずらした入浴スケジュールを作成し、一度に使用する人数を制限する。  

 

5）野営について（感染リスクの高い活動） 

「スカウト活動における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライ2020.11.20.22.ver03.1」の内

容を満足させて、実施することができる。 

但し、事前（最低実施5日以前）に県連に対策を明記した計画書をご提出ください。 

＜テント泊のリスク対応＞ 

・ ソロキャンプや、個人テントが確保でき、活動も３密を避ける対応ができている事。 

・ 既存テントで対応する場合：1名利用が適切であるが、大型テントであれば人数を制限し、換気

を考慮し、就寝位置は互いの頭の位置が逆方向になるようにする。互いの隙間に簡易シートな

どを配置する工夫をする。 

・ 23WSJでの指導者用テントは互いのスペースが確保できるのでソロテントとみなすことが出来ま

す。 

＜食事でのリスク対応＞ 

・ 舎営と同様の基準とします。 

＜入浴時のリスク対応＞ 

・ 舎営と同様の基準とします。 

 



 

【新型コロナウイルス感染防止策についての認識】 

① 濃厚接触にならない様に注意する事 

② 接触・飛沫・エアロゾルの 3 つの場面で感染が広まる 

③ 国内で感染が増えている限り、リスクは上がり続けている 

④ ウイルス保有者であるキャリアは、増えているという認識が必要 

⑤ ３密回避だけでは、限界があり絶対では無い事の認識が必要 

 

【マスクについて、期待できる効用は主に 4 つ】 

① 感染（する）リスクを下げる 

② 無意識に手で鼻や口を触るのを防ぐことで、接触感染を防ぐ 

③ 気道の乾燥を防いで粘膜を守る 

④ 感染していた場合、飛沫によって人に感染させるのを防ぐ 

 

＜屋外でのマスク着用は注意が必要なことも＞ 

＊厚生労働省などは熱中症を防ぐため、屋外では状況に応じてマスクを外すよう呼びかけています 

 

【接触感染・飛沫感染・エアロゾル感染】 

＊目からの感染が一番注意 医療関係者の感染は目からが多いと思われる 

大きい飛沫＝数メートル先まで飛ぶ 

小さい飛沫＝しばらく空気中に漂う：肺まで届き最も危険（最大 3 時間残存） 

落ちた（付着した）飛沫＝物の表面でしばらく生存（最大 1 日から 3 日） 

＊フェイスガードとマスクと併用するとより効果あり 

 

【飛沫感染・エアロゾル感染】 

せきや会話を介したウイルス感染 

↓ 
小さな粒子は空気中を漂う＝エアロゾル感染の可能性 

大きな飛沫は約 1〜2 メートルで落下 

＊屋外で風があれば活動は大丈夫。しかし、隊での炊事や班での炊事は「危険」です。 

 

《 ３つの監視 》 

① 初動監視：キャリアは無症状である 

◆体調監視 検温 手洗い 消毒：共用スペースは消毒・拭き取りを実施する 

 

② 常時監視 

◆屋内活動時マスク着用の監視 

◆密接場面の注意 

◆室内換気の指示（３０分ごとに５分を繰り返す） 

◆熱中症対応 

 

③ 重点監視 

◆マスク無し時の監視 

（屋外で外す場合は条件の確認など重点監視が必要） 

◆２メートル間隔の徹底 

◆大声厳禁徹底 

◆金品授受清潔管理 

◆飲食・休憩時の「対面会話禁止」 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この活動指針はR3/3/31まで継続します。但し県内、各地域の状況、日本連盟の方針により変更も

ある事とします。                             

                                        以上 


